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2 Lp- 9　　　紅花赤色素カルタミンの耐が生改善の試み(その2)

　　　　　　　織田博則(名古屋女子大学)

目的近年バイオ技術の発展に伴い天然色素の供給面での不安がなくなり、さらに天然色素の持つ独特の落

ちついた優雅な色調が好まれ始めた昨今、天然色素による染色商品に強い関心が示され始めた。しかしいざ

繊維への適用をはかる場合問題になるのは天然色素の光に対する不安定陛であり、その改善を目的として前

回自動酸化防止剤等添加物の効果を検討したが、ここでは紫外線吸収剤の影響について検討する。

方法一握項酸素脱活幽ﾋ剤や紫夕哨吸収剤並びにその誘導体は常法により合成した。紅花赤色素カルタミ

ンは市販品をそのまま用い、色素の光安定陛に及ぼす添力[物の効果については前回と同様な方法で検討した。

結果作成しだ酢酸セルロ―スフィルムにカーボンアーク灯を照射することによる色素濃度の影響は見られ

なかったため、5×l戸M濃度におけるカルタミンの光退色に及ぼす添力[物の効果を検討した。その結果紫

外線吸収剤の添加は光退色初期においては色素の４倍量のm加で約1/2にその退色は抑制され、添加量を増

大することによりその抑制効果は向上し色素の20倍量の添加で1/3にJ:啼諮れたが、長期照射においては

さほど顕著な抑制効果は見られなかった。そこでカルタミンの光退色挙動をさらに再検討した結果、-mm

酸素酸化の寄与が見いたされたため、一重項酸素脱活陛化剤として知られているニッケル錯体を各腫合成し

その効果を検討した。その結果色素の４倍量の添加ではいずれの化合物も優れた抑制効果を示したが、等モ

ル量添加の系では光退色初期においてまだ問題があった。そのため紫外線吸収剤の分子内に一重頃酸素脱活

性基を有する化合物を合成しその効果を検討した。その結果合成した化合物はいずれも優れた退色の抑制効

果を示したため、それら化合物を紅花色素カルタミン耐遡生改善剤として提案する。

2 Lp-10　　　輸入衣料品の染色堅牢度

　　　　　　小見山二郎、Ｃ)勢畑章子、大石千恵
　　　　　　(実践女大)

＜目的＞　10年前から輸入衣料品は飛躍的に増え、現在では国内の全供給量の６割を上回

るようになっている。輸入品の中には発色を重視するため、染色堅牢度が甘かったり、洗

濯方法の指示が適切でなかったりすることがあり、消費者からのクレームが出ることがあ

る。取り扱い絵表示には消費者に正しく理解され難いという問題があり、これから改訂さ

れようとしているが、日本の消費の水準を低下させないためにも、良い製品を正しく扱う

ことができるように、たえずチェックする必要がある。本報告では、消費者の立場から絵

表示の問題県を指摘し、輸入衣料品の堅牢度を評価することを試みた。

＜実験＞　19点のヨーロッパ、アジアからの輸入衣料品を某社から恵与いただいた。 JIS-

L0別4に従って市販洗剤を用いて、40、7o℃で洗濯堅牢度を調べ、JIS-Lj)8O1などに従って

耐光堅牢度を調べた。また△Ｅを色差計で測定した。

＜結果＞　約100名の女子学生とその家族に絵表示についてのアンケートを行なった。こ

のうち、約半数が絵表示を見ないか理解しないまま洗濯しており、色落ち、色移りを経験

した人も２、30％に及んだ。洗濯堅牢度試験では19の輸入品サンプル中、4oじでは４、7ot:

では５サンプルの堅牢度が3-4級以下であった。また全般に色落ちするものは移染し易か

ったが、色落ちしても色移りしないものが数ﾉ

色が大きかった。これらをまとめて、改善のためのポイントを指摘する。
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